
ｎ=X1／Y1 ｎ=(X1+X2)^2/ ｎ=(X1+X2)^2/ ｎ=(X1+X2)^2/ ｎ=(X1+X2)^2/
      (X1・Y2+(X1+X2)・Y1)       (X2・Y2+(X1+X2)・Y1)       (X1・Y1+(X1+X2)・Y2)       (X2・Y1+(X1+X2)・Y2)

ｎ=(X1+X2+X3)^2／ ｎ=(X1+X2+X3)^2／ ｎ=(Y1+Y2+Y3)^2／ ｎ=(Y1+Y2+Y3)^2／ ((X1+X2)
       (X1・Y2+X3・Y3+(X1+X2+X3)・Y1)       (X1・Y1+X3・Y2+(X1+X2+X3)・Y3)       (X3・Y3+X2・Y2+(X1+X2)・Y1)     ・Y3+ X1・Y2+X3・Y1)

ｎ=(X1+X2+X3)^2／ ｎ=(X1+X2+X3)^2／ ｎ=(Y1+Y2+Y3)^2／ ｎ=(Y1+Y2+Y3)^2／
     (X1・Y2+X2・(Y1+Y2)+X3・Y3)      (X1・Y1+X2・Y3+(X1+X2+X3)・Y1)       (X1・Y1+(X1+X2)・Y2+X3・Y3)       (X2・Y1+(X1+X2)・Y2+

      (X1+X2-X3)・Y3)

ｎ=(X1+X2)^2／((X1+X2) ｎ=(X1+X2)^2／((X1+X2) ｎ=(X1+X2)^2／((X1+X2) ｎ=(X1+X2)^2／((X1+X2)
      ・(Y1+Y2)－X2・Y3－X3・Y2)       ・(Y1+Y2)－X1・Y1－(X1+X2       ・(Y1+Y2)－X3・Y2－       ・(Y1+Y2+Y3)－X3・Y3－

      －X3)・(Y1+Y2－Y3))       X2・Y3－(X1+X2－X3－X4)       X1・Y1－(X1+X2－X3－X4)
      ・(Y1+Y2－Y3－Y4))       ・(Y1+Y2+Y3－Y4))

ｎ=(X1+X2+X3)^2／((X1+X2 ｎ=(X1+X2+X3)^2／((X1+X2 ｎ=(X1+X2+X3)^2／((X1+X2 ｎ=(X1+X2+X3)^2／((X1+X2
      +X3)・(Y1+Y2+Y3)－X4・Y3       +X3)・(Y1+Y2)－X1・Y1－X3・Y3       +X3)・(Y1+Y2+Y3)－(X1－       +X3)・(Y4+Y2+Y3)－X1・(Y4－
      －X1・Y1－X3・Y4)       －(X1+X2+X3－X4)       －X4)・Y3－X1・Y2－(X3－       －Y1)－X2・Y4－(X1+X2+X3

      ・(Y1+Y2－Y3－Y4))       X5)・Y5－X3・(Y1+Y2+Y3       －X4－X5)・Y3－X5・(Y3－Y5))
      －Y4－Y5))

ｎ=(X1+X2+X3+X4+X5)^2／((X1+X2
      +X3+X4+X5)・(Y1+Y2)－X1・Y2 ｎ=(X1+X2+X3)^2／((X1+X2
      －X3・Y2－X4・(Y2－Y5)－X5・(Y1+Y2－Y4))       +X3)・(Y1+Y2+Y3)－X2・Y2)

形状係数 ｎ  ：建物原点 (左下) Help

Ａ type Ｂ１ type Ｂ２ type Ｂ３ type Ｂ４ type
X1 X1 X2 X1 X2 X1 X2 X1 X2

Y2 Y2 Y2 Y2
Y1

Y1 Y1 Y1 Y1

Ｃ１ type Ｃ２ type Ｃ３ type Ｃ４ type
X1 X2 X3 X1 X2 X3 X3 X1 X2

Y3 Y3
Y2 Y3 Y3

Y1 Y1 Y1 Y1
Y2

Y2 Y2

X1 X2 X3

Ｄ３ type Ｄ４ type
X3

Ｄ１ type Ｄ２ type

Y2 Y3 Y2 Y3 Y3Y3

X1 X2 X3 X1 X2 X3 X3

Y2 Y2
Y1 Y1

Y1 Y1

X1 X2 X1 X2

Ｅ１ type Ｅ２ type Ｆ１ type Ｆ２ type
X4X3 X3 X3 X4 X3

Y2 Y2 Y3
Y2

Y1 Y3
Y1 Y1

Y4 Y2 Y4

Y3 Y3 Y1

X1 X2 X1 X2 X1 X2 X1 X2

Ｆ３ type Ｆ４ type Ｇ１ type Ｇ２ type
X4 X4 X4 X5 X4 X5

Y3 Y2 Y3 Y5 Y3
Y5

Y4 Y2
Y2 Y2

Y1
Y4 Y3 Y1 Y4 Y1 Y4Y1

X1 X2 X3 X1 X2 X3 X1 X2 X3 X1 X2 X3

type

Y2
Y1 Y4

X1 X2 X3 X4 X5 X3

Y1

X1 X2

Y2 Y3
Y3 Y5

Ｈ type Ｉ



0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0

0 0.000

修

Cn 2PE-20A(125V)+ET

プレート

材料費
取 付 枠 歩掛り
配線器具

単　　価
標準 標準 修正 標準 修正 標準 修正 標準 修正

単　　価 規格 単　　価 規格 単　　価 規格名称・規格 数量 単　価 歩掛 規格 枚数

配線器具

配　　　　線　　　　器　　　　具 取　付　枠 樹脂プレート 新金属プレート SUSプレート

盤工数 盤工数
⇒修正値⇒ ⇒修正値⇒

MCCB 4P-400A 1.638 MCCB 3P-400A 1.260
MCCB 4P-225A 1.352 MCCB 3P-250A 1.070
MCCB 4P-100A 0.920 MCCB 3P-225A 1.040
MCCB 4P- 50A 0.725 MCCB 3P-100A 0.708
MCCB 4P- 30A 0.503 MCCB 3P- 50A 0.558
MCCB 3P-400A 1.260 MCCB 2P- 50A 0.380
MCCB 3P-225A 1.040 負荷  55 KW以下 3.270
MCCB 3P-100A 0.708 負荷  45 KW以下 3.190
MCCB 3P- 50A 0.558 負荷  37 KW以下 3.100
MCCB 3P- 30A 0.387 負荷  30 KW以下 2.920
MCCB 2P-400A 0.894 負荷  22 KW以下 2.570
MCCB 2P-225A 0.741 負荷  15 KW以下 2.300
MCCB 2P-100A 0.526 負荷  11 KW以下 2.120
MCCB 2P- 50A 0.380 負荷  7.5KW以下 1.950
MCCB 2P- 30A 0.264 負荷  5.5KW以下 1.860
MCCB 1P- 50A 0.302 負荷  3.7KW以下 1.770
MCCB 1P- 30A 0.211 負荷  2.2KW以下 1.590
分電盤工数 数量 歩 掛 制御盤工数 数量 歩 掛

600V HP バスダクト プルボックス 電動機接続 表 示 器

盤類工数

照明器具-3
シｰルド 配管 PF/CD 位置ボックス 分 電 盤

600V FP 制 御 盤 接地工事 端 子 盤

端末処理 同軸 配管(GP) 受変電-５ 架　線 避雷針工事

テレビ共聴 照明器具-1
6KV CV-T TIVF 配管(FEP) フロァダクト 受変電-４ 支　線 自火報 他 照明器具-2
600V CV CPEV 配管(VE) 線 ぴ 受変電-３ 装　柱

歩　掛　り Help TopPage

配　　　線 配　　　管 外注工事
電 話 他 配線器具-1

ＶＶＦ CVV-2 配管(Ｅ) 金属ダクト 受変電-２ 建柱-２ 放送･時計 配線器具-2
ＩＶ CVV-1 配管(C,G) ケーブルラック 受変電-１ 建柱-１



No.      Date :

    TELEPHONE: 0nn-nnnn-nnnn
　　FACSIMILE: 0nn-nnnn-nnnn

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21 G: 機器重心位置
22 Wt: 機器質量
23 Hg: 据付面より機器重心までの高さ
24 L1,L2: 検討する方向からみたボルトスパン
25 L1g,L2g: 検討する方向からみたボルト中心から
26 機器重心までの距離

27 n: ボルトの総本数 [mm] 1700 [mm] 300 [Kg] 1000 [mm] 325 [mm] 200 [mm]
28 n1,n2: 機器転倒を考えた場合の引張りを受け
29 る片側のボルト本数

30 設計用標準震度： 1.5 [mm]

31 地　域　係　数： 1.0
32

33

34

38 1.0 0.4 0.7

39

40

41  Fh・Hg－(Wt－Fv)・L2g  Rb  Fh
42 L2・n1 A n･A
43 450× 225) ×200
44 400×2
45

46

47  強度判定  Rb＝543.7≦Ta:920 658.5≦ft:1800  強度判定   τ＝90.8≦fs:1350
48 判定: 合格 判定: 合格 判定: 合格

49

50

51  安 全 率 ＳfRb  安 全 率 Ｓfσ  安 全 率 Ｓfτ

52 Ta ft fs
53 Rb σ τ
54

ESE  Service

自立盤入力例
E-mail；

機器質量
機　　器
重心高さ

ボルト中心から機器
重心までの水平距離

W D H Wt Hg L1g(長辺) L2g(短辺)

設置場所  機器の重要度 重 要

2.941[KN]

ボルト合計

長辺方向 L1 短辺方向 L2 長辺方向 n1 短辺方向 n2 n(本)

△

機　器　寸　法

700 [mm] 450

企業名-1を入力してください。 2017/5/10

企業名-2を入力してください。
企業または現場住所を入力してください。

物件名を入力
してください。

機器名称 耐震措置計算書
(矩形断面)

整理番号

E-001

設計用標準震度 Ｋs 地域
係数
Ｚ

設計用震度 設計用地震力 あと施工ケミカルアンカボルト

Ｓ Ａ Ｂ 水平震度 鉛直震度

650 [mm] 400 2 2 4

ボルト・スパン 片側ボルト本数

短期許容
せん断
応力度

(ｆs)0.75 Fh =450

35 1.0 Fh[Kgf] Fv[Kgf
] SUS M 12 0.83

水平地震力 鉛直地震力 材質 サイズ

有効断面
積

A
短期許容
引　張
応力度

(ｆt)
cm2

Fv =225 短期許容引抜荷重 Ｔａ： 920 Kgf
37 中間階 1.5 1.0 0.6 0.8

Kh=Ks・Z
Kh= 1.5 Kv=

36
上層階､屋上 2.0 1.5 1.0 0.9及び塔屋

543.8

強度判定 σ＝

920 1800

0.1 450
0.825611 4×0.8256105494712

1000－( 300－ 658.5 6.458［KN］ 90.8 0.89［KN］

Kgf
/cm2地階及び１階 0.6

ボルト引抜力 Rb[Kgf] ボルト引張応力 σ[Kgf/cm2] ボルトせん断応力 τ[Kgf/cm2]

Fh=Kh・WtFv=Kv・Wt 条件　埋込長さ:90mm、穿孔径:14.5mm
ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ：120～200mm 1800

Kgf
/cm2 1350Kv=Kh・0.5

1350
543.7 658.6 90.8

1.6(倍) 2.7(倍) 14.8(倍)

H

アンカボルト

ｎ2

ｎ1 W

Hg

Fh

Rb

G

D

Wt

＝

＝

判定基準τ≦ｆsの場合；強度は合格

τ＞ｆsの場合；強度不足で不合格
判定基準 Ｒb≦Ｔaの場合；強度は合格

Ｒb＞Taの場合；強度不足で不合格

判定基準σ≦ｆｔの場合；強度は合格

σ＞ｆｔの場合；強度不足で不合格

Rb＝

ＳfRb＝ ＝

＝

Ｓfσ＝ ＝

＝

Ｓfτ＝ ＝

＝

＝σ＝

＝

＝τ＝

設置階

クラス
耐 震

H

アンカボルトL2 (短辺)

L2g

L1g

ｎ2

L1g

L1  (長辺)
L2g

ｎ1 W

Hg

Fh

Rb

G

D

Wt

＝



No.       Date :

　  　　　　　特定建設工事共同企業体     TELEPHONE:

　　FACSIMILE: 0nn-nnnn-nnnn

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21 G: 機器重心位置
22 Wt: 機器質量
23 Hg: 据付面より機器重心までの高さ
24 L1,L2: 検討する方向からみたボルトスパン
25 L1g,L2g: 検討する方向からみたボルト中心から
26 機器重心までの距離

27 n: ボルトの総本数
28 n1,n2: 機器転倒を考えた場合の引張りを受け
29 る片側のボルト本数

30 設計用標準震度：

31 地　域　係　数：

32

33

34

38 1.0 0.4 0.7

39

40

41  Fh・Hg－(Wt－Fv)・L2g  Rb  Fh
42 L2・n1 A n･A
43

44

45

46

47  強度判定  Rb＝  強度判定   τ＝
48 判定: 判定: 判定:

49

50

51  安 全 率 ＳfRb  安 全 率 Ｓfσ  安 全 率 Ｓfτ

52 Ta ft fs
53 Rb σ τ
54

ESE  Service

E-mail；

設置場所  機器の重要度 重 要

0nn-nnnn-nnnn

機　器　寸　法

△
企業名-1を入力してください。 2017/5/10

企業名-2を入力してください。
企業または現場住所を入力してください。

物件名を入力
してください。

機器名称 耐震措置計算書
(矩形断面)

整理番号

E-001

L2g(短辺)

35 1.0 Fh[Kgf] Fv[Kgf
]

鉛直震度
水平地震力 鉛直地震力 材質 サイズ

有効断面
積

A

長辺方向 L1 短辺方向 L2 長辺方向 n1 短辺方向 n2 n(本)
ボルト・スパン 片側ボルト本数 ボルト合計

機器質量
機　　器
重心高さ

ボルト中心から機器
重心までの水平距離

W D H Wt Hg L1g(長辺)

設計用標準震度 Ｋs 地域
係数
Ｚ

設計用震度 設計用地震力 あと施工ケミカルアンカボルト

Ｓ Ａ Ｂ 水平震度

37 中間階 1.5 1.0 0.6
Kh= Kv= Fh

36
上層階､屋上 2.0 1.5 1.0 0.9及び塔屋

ボルト引抜力 Rb[Kgf] ボルト引張応力 σ[Kgf/cm2] ボルトせん断応力 τ[Kgf/cm2]

Kgf
/cm2

Kgf
/cm2地階及び１階 0.6

0.8
Kh=Ks・Z Kv=Kh・0.5 Fh=Kh・WtFv=Kv・Wt

Fv 短期許容引抜荷重 Ｔａ： Kgf

短期許容
引　張
応力度

(ｆt)

短期許容
せん断
応力度

(ｆs)
cm2

強度判定 σ＝

＝

＝

判定基準τ≦ｆsの場合；強度は合格

τ＞ｆsの場合；強度不足で不合格
判定基準 Ｒb≦Ｔaの場合；強度は合格

Ｒb＞Taの場合；強度不足で不合格

判定基準σ≦ｆｔの場合；強度は合格

σ＞ｆｔの場合；強度不足で不合格

Rb＝

ＳfRb＝ ＝

＝

Ｓfσ＝ ＝

＝

Ｓfτ＝ ＝

＝

＝σ＝

＝

＝τ＝

設置階

クラス
耐 震

H

アンカボルトL2 (短辺)

L2g

L1g

ｎ2

L1g

L1  (長辺)
L2g

ｎ1 W

Hg

Fh

Rb

G

D

Wt

＝



No.      Date :

    TELEPHONE:

　　FACSIMILE: 0nn-nnnn-nnnn

1

2

3

4 　計算式は、下記による。
5 　　国土交通省国土技術政策総合研究所

6 　　独立行政法人　建築研究所

7 　　建築設備耐震設計・施工指針2005年版

8 　　｢第２章　各部の設計－2.1 アンカボルト｣

9

10

11

12

13

14 　計算基礎条件入力
15 　　設計用標準震度 Ks＝ 2.0  [下表参照]
16 　　地　域　係　数 Z＝ 1.0  [下表参照]
17

18

19

20

21 L1: 水平方向のアンカボルト・スパン
22 L2: 鉛直方向のアンカボルト・スパン
23

24 L1g: 重心までの水平距離
25 L2g: 重心までの鉛直距離
26 L3g: 壁面から重心までの距離
27 240 [Kg] 350 [mm] 550 [mm] 100 [mm]
28 n: アンカボルトの総本数
29 nH: 上下面のアンカボルトの片側の本数
30 nV: 左右面のアンカボルトの片側の本数 [mm]

31

32

33

37 1.0 0.6 0.4 0.7

38

39

40  　　(Wt+FV)・L3g    1.ボルト引抜力 Rb[Kgf]

41 Rb2: ≦ Ta：1421
42 480 × 100      (240＋240) × 100 安全率 ＳfRb（Ta/Rb)=

43   480 2 ＋(240＋240) 2
Rb≦Ta で 合格

44 0.532［KN］ 4 × 36.693
45 4.535［KN］  2.ボルト引張応力 σ[Kgf/cm2]
46 σ:Rb/A=
47 Fh・(L2－L2g)   (Wt+FV)・L3g 安全率 Ｓfσ（ft/σ)=

48 σ≦ft で 合格
49 480 × (1200－550) (240+240) × 100
50  3.ボルトせん断応力 τ[Kgf/cm2]
51 150 1.47［KN］ τ: fs:

52 安全率 Ｓfτ（fs/τ)=

53 　Ｒb1＜Ｒb2 より Ｒb=Ｒb2 とする。 τ≦fs で 合格
54

55 ESE  Service

RC壁掛盤入力例
E-mail；

物件名を入力
してください。

機　器　寸　法 機器質量
重心までの
水平距離

重心までの
鉛直距離

壁面から
重心までの
距離

W D H Wt L1g

整理番号

E-002設置場所 機器の重要度 重 要

2.353[KN]

△

企業名-1を入力してください。 2017/5/10

企業名-2を入力してください。
企業または現場住所を入力してください。

機器名称 耐震措置計算書
(ＲＣ壁面取付)

水平方向 L1 鉛直方向 L2 上下方向 nH 鉛直方向 nV n(本)
700 [mm]1200 2 2

L2g L3g

800 [mm] 250 [mm] 1300 [mm]

ボルト・スパン 片側ボルト本数 ボルト合計

34 1.0 FH[Kgf] FV[Kgf]
SUS M 8.00 36.7

鉛直震度
水平地震力 鉛直地震力 材質

サイズ
[mm]

有効断面積

Amm
2

4

設計用標準震度 Ｋs 地域
係数
Ｚ

設計用震度 設計用地震力 あと施工ＩＴハンガー

Ｓ

36 中間階 1.5 1.0 0.6
KH= 2.0 KV= 1.00 FH= 480.0

35
上層階､屋上 2.0 1.5 1.0 0.9及び塔屋

1800
Kgf
/cm2 1350

Kgf
/cm2地階及び１階

ボルト引抜力 Rb[Kgf] ボルトせん断力τ[Kgf] 強 度 判 定

0.8
KH=Ks・Z KV=KH・0.5 FH=KH・Wt FV=KV・Wt サンコーテクノ株式会社　カスタマーテクノ

センタ技術管理部発行　ts=380[N/sqmm]

FV= 240 短期許容引抜荷重 Ｔａ： 1422 Kgf

短期許容
引　張
応力度

(ｆt)

短期許容
せん断
応力度

(ｆs)

Ａ Ｂ 水平震度

1200×2 1200 × 2
462.49 1350

2.918

54.3
462.49

408.79 ft=1800
4.403

FH・L3g
150.00

9.479
700 × 2 1200 × 2

0nn-nnnn-nnnn

＋

Rb2＝

L2・nH

設置階

クラス
耐 震

H

Wt+Fv

監修

L2

L1

Rb

G

アンカボルト

D
L2

g

L3g

FH
G

Wt+Fv

L1g

FH

W

L2・nH

＝

＋

＝

τ＝

＋

FH
2 +(Wt+FV)2

L2・nH

＝

＋

＝

Rb1＝ L1・nV

n・A

＝
＝

＋

Rb2＝ L2・nH

＝

＝

τ＝

＋L2・nH

＝

＝

n・A

＝
＝



No.       Date :

    TELEPHONE:

　　FACSIMILE: 0nn-nnnn-nnnn

1

2

3

4 　計算式は、下記による。
5 　　国土交通省国土技術政策総合研究所

6 　　独立行政法人　建築研究所

7 　　建築設備耐震設計・施工指針2005年版

8 　　｢第２章　各部の設計－2.1 アンカボルト｣

9

10

11

12

13

14 　計算基礎条件入力
15 　　設計用標準震度 Ks＝  [下表参照]

16 　　地　域　係　数 Z＝  [下表参照]

17

18

19

20

21 L1: 水平方向のアンカボルト・スパン
22 L2: 鉛直方向のアンカボルト・スパン
23

24 L1g: 重心までの水平距離
25 L2g: 重心までの鉛直距離
26 L3g: 壁面から重心までの距離
27

28 n: アンカボルトの総本数
29 nH: 上下面のアンカボルトの片側の本数
30 nV: 左右面のアンカボルトの片側の本数
31

32

33

37 1.0 0.6 0.4 0.7

38

39

40  　　(Wt+FV)・L3g   

41

42

43

44

45

46

47 Fh・(L2－L2g)   (Wt+FV)・L3g
48

49

50

51

52

53

54

55 ESE  Service

E-mail；

物件名を入力
してください。 設置場所 機器の重要度 重 要

企業名-1を入力してください。
企業名-2を入力してください。

企業または現場住所を入力してください。

機　器　寸　法 機器質量

△

2017/5/10

機器名称 耐震措置計算書
(ＲＣ壁面取付)

整理番号

E-002

水平方向 L1 鉛直方向 L2 上下方向 nH 鉛直方向 nV n(本)
ボルト・スパン 片側ボルト本数 ボルト合計

重心までの
水平距離

重心までの
鉛直距離

壁面から
重心までの
距離

W D H Wt L1g L2g L3g

34 1.0 FH[Kgf] FV[Kgf]
鉛直震度

水平地震力 鉛直地震力 材質
サイズ
[mm]

有効断面積

Amm
2

設計用標準震度 Ｋs 地域
係数
Ｚ

設計用震度 設計用地震力 あと施工ＩＴハンガー

Ｓ

36 中間階 1.5 1.0 0.6
KH= KV= FH=

35
上層階､屋上 2.0 1.5 1.0 0.9及び塔屋

Kgf
/cm2

Kgf
/cm2地階及び１階

ボルト引抜力 Rb[Kgf] ボルトせん断力τ[Kgf] 強 度 判 定

0.8
KH=Ks・Z KV=KH・0.5 FH=KH・Wt FV=KV・Wt

FV= 短期許容引抜荷重 Ｔａ： Kgf

短期許容
引　張
応力度

(ｆt)

短期許容
せん断
応力度

(ｆs)

Ａ Ｂ 水平震度

FH・L3g

0nn-nnnn-nnnn

＋

Rb2＝

L2・nH

設置階

クラス
耐 震

H

Wt+Fv

監修

L2

L1

Rb

G

アンカボルト

D
L2

g

L3g

FH
G

Wt+Fv

L1g

FH

W

L2・nH

＝

＋

＝

τ＝

＋

FH
2 +(Wt+FV)2

L2・nH

＝

＋

＝

Rb1＝ L1・nV

n・A

＝
＝

＋

Rb2＝ L2・nH

＝

＝

τ＝

＋L2・nH

＝

＝

n・A

＝
＝



No.      Date :

    TELEPHONE:

　　FACSIMILE: 0nn-nnnn-nnnn

1

2

3

4  耐震措置計算書-[1/2]
5     ボルト引抜力、引張応力、せん断応力

6

7  計算式は、下記による。

8 　　国土交通省国土技術政策総合研究所

9 　　独立行政法人　建築研究所

10 　　建築設備耐震設計・施工指針2005年版

11 　　｢第２章　各部の設計－2.1 アンカボルト｣

12

13

14 　計算基礎条件入力
15 　　設計用標準震度 Ks＝ 1.5  [下表参照]
16 　　地　域　係　数 Z＝ 1.0  [下表参照]
17

18

19

20

21 L1: 水平方向のアンカボルト・スパン
22 L2: 鉛直方向のアンカボルト・スパン
23

24 L1g: 重心までの水平距離
25 L2g: 重心までの鉛直距離
26 L3g: 壁面から重心までの距離
27 250 [Kg] 275 [mm] 725 [mm] 80 [mm]
28 n: アンカボルトの総本数
29 nH: 上下面のアンカボルトの片側の本数
30 nV: 左右面のアンカボルトの片側の本数 [mm]

31

32

33

37 1.0 0.6 0.4 0.7

38

39

40  　　(Wt+FV)・L3g    1.ボルト引抜力 Rb[Kgf]

41 Rb2: ≦ Ta：799
42 375 × 80      (250＋187.5) × 80 安全率 ＳfRb（Ta/Rb)=

43   375 2 ＋＋187.5) 2
Rb≦Ta で 合格

44 0.385［KN］ 4 × 20.64
45 6.844［KN］  2.ボルト引張応力 σ[Kgf/cm2]
46 σ:Rb/A=
47 Fh・(L2－L2g)   (Wt+FV)・L3g 安全率 Ｓfσ（ft/σ)=

48 σ≦ft で 合格
49 375 × (1450－725) (250+187.5) × 80
50  3.ボルトせん断応力 τ[Kgf/cm2]
51 106 1.037［KN］ τ: fs:

52 安全率 Ｓfτ（fs/τ)=

53 　Ｒb1＜Ｒb2 より Ｒb=Ｒb2 とする。 τ≦fs で 合格
54

55 ESE  Service

LGS壁掛盤入力例

E-mail；

2.451[KN]

機　器　寸　法 機器質量
重心までの
水平距離

重心までの
鉛直距離

整理番号

E-003設置場所 重要度 普 通

△

企業名-1を入力してください。 2017/5/10

企業名-2を入力してください。
企業または現場住所を入力してください。

耐震措置計算書
(ＬＧＳ壁面取付)-1/2

物件名を入力
してください。

機器名称

水平方向 L1 鉛直方向 L2 上下方向 nH 鉛直方向 nV n(本)
550 [mm]1450 2 2

600mm 180mm 1500mm
ボルト・スパン 片側ボルト本数 ボルト合計

壁面から
重心までの
距離

W D H Wt L1g L2g L3g

34 1.0 FH[Kgf] FV[Kgf]
SUS M 6.00 20.6

鉛直震度
水平地震力 鉛直地震力 材質

サイズ
[mm]

有効断面積

Amm
2

4

設計用標準震度 Ｋs 地域
係数
Ｚ

設計用震度 設計用地震力 あと施工ＩＴハンガー

Ｓ Ａ Ｂ 水平震度

36 中間階 1.5 1.0 0.6
KH= 1.5 KV= 0.75 FH= 375.0

35
上層階､屋上 2.0 1.5 1.0 0.9及び塔屋

1800
Kgf
/cm2 1350

Kgf
/cm2地階及び１階

ボルト引抜力 Rb[Kgf] ボルトせん断力τ[Kgf] 強 度 判 定

0.8
KH=Ks・Z KV=KH・0.5 FH=KH・Wt FV=KV・Wt サンコーテクノ株式会社　カスタマーテクノ

センタ技術管理部発行　ts=380[N/sqmm]

FV= 187.5 短期許容引抜荷重 Ｔａ： 800 Kgf

短期許容
引　張
応力度

(ｆt)

短期許容
せん断
応力度

(ｆs)

1450×2 1450 × 2
697.93 1350

1.934

39.3
697.93

512.64 ft=1800
3.511

FH・L3g
105.81

7.559
550 × 2 1450 × 2

0nn-nnnn-nnnn

設置階

クラス
耐 震

H

Wt+Fv

監修

L2

L1

Rb

G

アンカボルト

D

L2

L3g

FH
G

Wt+Fv

L1g

FH

W

＋

Rb2＝

L2・nH

L2・nH

＝

＋

＝

τ＝

＋

FH
2 +(Wt+FV)2

L2・nH

＝

＋

＝

Rb1＝ L1・nV

n・A

＝
＝

＋

Rb2＝ L2・nH

＝

＝

τ＝

＋L2・nH

＝

＝

n・A

＝
＝



1

2

3  耐震措置計算書-[2/2]
4     曲げモーメント、軸力、応力度計算

5     Ｙ方向の計算（Ｘ方向は、ボードにより

6     拘束されているものとする）

7  計算式は、下記による。

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19 Mt1 ：スタッド荷重による

20  Ｙ方向曲げモーメント[Kg-m]

21 MB ：ボード荷重による

22  Ｙ方向曲げモーメント[Kg-m]

23 Pt1 ：スタッドの軸力[Kg]

24 PB ：ボードの軸力[Kg]

25

26

27

28

29 σ ：応力度 250 [Kg] ZY

30 ∑M ：Mt＋MB1＋MB2＋・・・ A
31 ∑P ：Pt＋PB1＋PB2＋・・・ [mm] WLGS

32 ZY ：スタッドの断面係数[ｃｍ
3
] [mm] fb

33 A ：スタッドの断 面 積[ｃｍ2] [mm] fc
34 fb ：スタッドの許容曲げ応力度[Kgf／mm2] [mm]

35 fc ：スタッドの許容圧縮応力度[Kgf／mm2]
36

37

41

42   

49 ＝
50

51

52

53

54

57 ESE  Service

W D H Wt 寸　 　　法 　60×40×0.6mm

機　器　寸　法 機器質量
ＬＧＳ断面性能 製造業者名(　　　　　　　　)

名 　　　称 　角スタッド

機器名称 整理番号

E-001設置場所 重要度 普 通

盤重心 位置  FL＋mm LW1 1150 許容曲げ応力度 Kgf／cm2 1400

断　面　積 cm2 0.89
盤取付 天端  FL＋mm Ht 1900 取付間隔 mm 450

600 [mm] 180 [mm] 1500 [mm] 断面係数 cm3 1.22

ボード断面性能 製造業者名(吉野石膏)

設計用震度 設計用地震力 名 　　　称 　せっこうボード(GB-R)

ＬＧＳ上部 高さ  mm LW2 3350
ＬＧＳ取付高さ FL＋mm LW 4500 許容圧縮応力度 Kgf／cm2 1400

375
FH=KH・Wt

FV= 187.5
39

KH= 1.5
KH=Ks・Z

KV= ###
40

38 FH[Kgf] FV[Kgf] 12.5mm-単位質量 WB1 Kg／ｍ2水平震度 鉛直震度
水平地震力 鉛直地震力 寸　 　　法

11.3 1枚

MB1＝ ×  × 11.3 × 4500^2 × 1 ＝12.871 [Kg-m]
44 600 4500 8 1000
43 450 × 375 1150 × 3350 1 450Mt＝ ×

FV=KV・W
9.5mm-単位質量 WB2 Kg／ｍ2 8.5 1枚
-単位質量 WB3 Kg／ｍ2KV=KH・0.5

FH=

48 600
47 450Pt＝ × (187.5＋250)

 × 8.5 × 4500^2 × 1 ＝9.682 [Kg-m]
46 8 1000
45 ＝ 240.781 [Kg-m] 1 450MB2＝ ×

263.33  [Kg-m]
PB2＝ 8.5 × 450 × 4500 × 10^-6 ＝17.212 [Kgf] ∑Ｐ＝Ｐt＋∑ＰBn＝ 368.219  [Kgf]

328.125  [Kgf]

PB1＝ 11.3 × 450 × 4500 × 10^-6 ＝22.882 [Kgf] ∑M＝Mt＋∑MBn＝

σ／f＝ ＋ ＝ 0.449 ＜1.5  となり合格です。
55 263.334 368.219

△

耐震措置計算書
(ＬＧＳ壁面取付)-2/2

物件名を入力
してください。

56 1.22 × 1400 0.89 × 1400

FH

LW2

G

LG
Sス
タ
ッ
ド

Ht

LW

LW1

BnB2 B1

スタッドＹ方向

WLGS

スタッドＸ方向

Pt(PB)

WLGS

W

∑Pσ／f＝ ∑M
A×fc＋ZY×fb

FV＝KV×WtFH＝KH×Wt

PB＝ ×WB×Lw
WLGS

1000

WLGS
×(FV＋Wt)W

Pt＝

LW
LW1×LW2
)

WLGS
×FHWMt＝ ( ×

× WMB＝
1 ×FB×LW2WLGS

8



No.       Date :

    TELEPHONE:

　　FACSIMILE: 0nn-nnnn-nnnn

1

2

3

4  耐震措置計算書-[1/2]
5     ボルト引抜力、引張応力、せん断応力

6

7  計算式は、下記による。

8 　　国土交通省国土技術政策総合研究所

9 　　独立行政法人　建築研究所

10 　　建築設備耐震設計・施工指針2005年版

11 　　｢第２章　各部の設計－2.1 アンカボルト｣

12

13

14 　計算基礎条件入力
15 　　設計用標準震度 Ks＝  [下表参照]

16 　　地　域　係　数 Z＝  [下表参照]

17

18

19

20

21 L1: 水平方向のアンカボルト・スパン
22 L2: 鉛直方向のアンカボルト・スパン
23

24 L1g: 重心までの水平距離
25 L2g: 重心までの鉛直距離
26 L3g: 壁面から重心までの距離
27

28 n: アンカボルトの総本数
29 nH: 上下面のアンカボルトの片側の本数
30 nV: 左右面のアンカボルトの片側の本数
31

32

33

37 1.0 0.6 0.4 0.7

38

39

40  　　(Wt+FV)・L3g   

41

42

43

44

45

46

47 Fh・(L2－L2g)   (Wt+FV)・L3g
48

49

50

51

52

53

54

55 ESE  Service

E-mail；

△

2017/5/10

耐震措置計算書
(ＬＧＳ壁面取付)-1/2

機　器　寸　法 機器質量
重心までの
水平距離

物件名を入力
してください。

機器名称 整理番号

E-003設置場所 重要度 普 通

水平方向 L1 鉛直方向 L2 上下方向 nH 鉛直方向 nV n(本)
ボルト・スパン 片側ボルト本数 ボルト合計

重心までの
鉛直距離

壁面から
重心までの
距離

W D H Wt L1g L2g L3g

企業名-1を入力してください。
企業名-2を入力してください。

企業または現場住所を入力してください。

34 1.0 FH[Kgf] FV[Kgf]
鉛直震度

水平地震力 鉛直地震力 材質
サイズ
[mm]

有効断面積

Amm
2

設計用標準震度 Ｋs 地域
係数
Ｚ

設計用震度 設計用地震力 あと施工ＩＴハンガー

Ｓ Ａ Ｂ 水平震度

36 中間階 1.5 1.0 0.6
KH= KV= FH=

35
上層階､屋上 2.0 1.5 1.0 0.9及び塔屋

Kgf
/cm2

Kgf
/cm2地階及び１階

ボルト引抜力 Rb[Kgf] ボルトせん断力τ[Kgf] 強 度 判 定

0.8
KH=Ks・Z KV=KH・0.5 FH=KH・Wt FV=KV・Wt

FV= 短期許容引抜荷重 Ｔａ： Kgf

短期許容
引　張
応力度

(ｆt)

短期許容
せん断
応力度

(ｆs)

FH・L3g

0nn-nnnn-nnnn

設置階

クラス
耐 震

H

Wt+Fv

監修

L2

L1

Rb

G

アンカボルト

D
L2

L3g

FH
G

Wt+Fv

L1g

DH

W

＋

Rb2＝

L2・nH

L2・nH

＝

＋

＝

τ＝

＋

FH
2 +(Wt+FV)2

L2・nH

＝

＋

＝

Rb1＝ L1・nV

n・A

＝
＝

＋

Rb2＝ L2・nH

＝

＝

τ＝

＋L2・nH

＝

＝

n・A

＝



1

2

3  耐震措置計算書-[2/2]
4     曲げモーメント、軸力、応力度計算

5     Ｙ方向の計算（Ｘ方向は、ボードにより

6     拘束されているものとする）

7  計算式は、下記による。

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19 Mt1 ：スタッド荷重による

20  Ｙ方向曲げモーメント[Kg-m]

21 MB ：ボード荷重による

22  Ｙ方向曲げモーメント[Kg-m]

23 Pt1 ：スタッドの軸力[Kg]

24 PB ：ボードの軸力[Kg]

25

26

27

28

29 σ ：応力度 ZY

30 ∑M ：Mt＋MB1＋MB2＋・・・ A
31 ∑P ：Pt＋PB1＋PB2＋・・・ WLGS

32 ZY ：スタッドの断面係数[ｃｍ
3
] fb

33 A ：スタッドの断 面 積[ｃｍ2] fc
34 fb ：スタッドの許容曲げ応力度[Kgf／mm2]
35 fc ：スタッドの許容圧縮応力度[Kgf／mm2]
36

37

41

42   

49

50

51

52

53

54

57 ESE  Service

機　器　寸　法 機器質量
ＬＧＳ断面性能 製造業者名(　　　　　　　　)

名 　　　称 　角スタッド

△

耐震措置計算書
(ＬＧＳ壁面取付)-2/2

物件名を入力
してください。

機器名称 整理番号

E-001設置場所 重要度 普 通

断　面　積 cm2

盤取付 天端  FL＋mm Ht 取付間隔 mm

断面係数 cm3
W D H Wt 寸　 　　法 　60×40×0.6mm

ＬＧＳ上部 高さ  mm LW2

ＬＧＳ取付高さ FL＋mm LW 許容圧縮応力度 Kgf／cm2
盤重心 位置  FL＋mm LW1 許容曲げ応力度 Kgf／cm2

38 FH[Kgf] FV[Kgf] 12.5mm-単位質量 WB1 Kg／ｍ2水平震度 鉛直震度
水平地震力 鉛直地震力 寸　 　　法

ボード断面性能 製造業者名(吉野石膏)

設計用震度 設計用地震力 名 　　　称 　せっこうボード(GB-R)

43

FV=KV・W
9.5mm-単位質量 WB2 Kg／ｍ2

-単位質量 WB3 Kg／ｍ2KV=KH・0.5
FH=

FH=KH・Wt
FV=

39

KH=
KH=Ks・Z

KV=
40

46

45

44

48

47

56

55

FH

LW2

G

LG
Sス
タ
ッ
ド

Ht

LW

LW1

BnB2 B1

スタッドＹ方向

WLGS

スタッドＸ方向

Pt(PB)

WLGS

W

∑Pσ／f＝ ∑M
A×fc＋ZY×fb

FV＝KV×WtFH＝KH×Wt

PB＝ ×WB×Lw
WLGS

1000

WLGS
×(FV＋Wt)W

Pt＝

LW
LW1×LW2
)

WLGS
×FHWMt＝( ×

× WMB＝
1 ×FB×LW2WLGS
8



幹線 動力

1 連続許容電流値(標準基底温度) JIS 168D-85  単位［Ａ］

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19 計算条件は、下記による。
20

21

22

23

24

25

26

27 連続許容電流値(任意基底温度)
28 40

▼

40

▼

0.5

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

48

計算条件：気中(日射なし)
　　　合成樹脂管にも適用

-------- 23.0 19.0 -------- 19.5 16.0
31.0 26.0 -------- 27.0 22.5-------- 

2.0 -------- 28.0 23.0 2.0
3.5 -------- 39.0 33.0 3.5

-------- 41.0 35.0 -------- 34.5 29.0
51.0 43.0 36.0 42.5 35.548.0

5.5 -------- 52.0 44.0 5.5
8.0 62.0 65.0 54.0 8.0

63.0 70.0 59.0 50.0 57.5 48.5
93.0 77.0 65.0 75.0 62.582.0

14.0 86.0 91.0 76.0 14.0
22.0 110.0 120.0 100.0 22.0

110.0 135.0 110.0 95.0 102.5 85.0
175.0 150.0 127.5 130.0 107.5150.0

38.0 155.0 170.0 140.0 38.0
60.0 210.0 225.0 190.0 60.0

210.0 177.5 172.5 142.5
320.0 265.0 227.5 217.5 180.0

335.0 272.5 252.5 210.0
150.0 380.0 400.0 340.0 150.0 275.0
200.0 465.0 485.0 410.0 200.0 340.0 390.0

100.0 290.0 310.0 260.0 100.0 215.0 245.0

325.0 270.0
250.0 535.0 560.0 470.0 250.0 395.0 455.0 380.0 310.0 285.0 235.0
325.0 635.0 660.0 555.0 325.0 475.0 540.0 450.0 362.5

　管　路　布　設：埋設深さ＝1.4 [ｍ]、管路径100 [ｍ] (ケーブル外径75 [ｍｍ]以下)、管路間隔200 [ｍｍ]

基底温度入力⇒ 基底温度入力⇒

公　称
断面積
[sqmm]

気中暗渠布設 公　称
断面積
[sqmm]

ケーブル布設（１条） ケーブル・ラック布設

CV 3C
CV-T
1条
CV 2C
1条
CV 3C
1条

電線管保護 ２段  Ｓ=ｄ

CV-T CV 2C CV 3C CV-T CV 2C

28 24

　連続最高許容温度：９０ [℃]、  基底温度：４０ [℃] (気中･暗渠布設)、  ２５ [℃] (直埋･管路布設)

　周波数：60[Hz]、　土壌固有熱抵抗：100 [℃・ｃｍ／Ｗ]、　損失率：1.0

　気中･暗渠布設：ケーブル間隔＝ケーブル外径の２倍
　直　埋　布　設：埋設深さ＝1.4 [ｍ]、ケーブル間隔＝ケーブル外径の２倍

40 33
2.0 31 28 23 38 39 32 -------

43
3.5 44 39 33 52 54 45 -------
5.5 58 52 44 66 69 58 ------- 52

74
8.0 72 65 54 81 85 71 64 64 53
14.0 100 91 76 110 115 97 81 88

130
22.0 130 120 100 140 150 125 105 115 97
38.0 190 170 140 190 205 170 145 160

230
60.0 255 225 190 245 260 215 185 210 170
100.0 355 310 260 325 345 285 250 280

350
150.0 455 400 340 405 435 360 320 355 295
200.0 545 485 410 470 505 420 380 420

CV 3C
1条

CV-T

550 455
250.0 620 560 470 525 570 470 430 475 395

Help
△
戻 る 戻 る

公　称
断面積
[sqmm]

600V架橋ポリエチレン絶縁ビニールシースケーブル　（CV）
気中暗渠布設 直接埋設布設 地中管路布設

CV 1C
3条

CV 2C CV 3C

325.0 725 660 555 605 650 540 500

CV 2C
1条
CV 3C
1条
CV 1C
3条
CV 2C
1条



：入力セル ：出力セル

間 口 奥 行 天高 天井 壁 床
1 20.0 8.6 3.0 2.00 75 50 10 65.7 0.70 2 41.1 42
2 20.0 8.6 3.0 2.00 75 50 15 68.3 0.70 2 39.6
3 20.0 8.6 3.0 2.00 75 30 10 59.7 0.70 2 45.3
4 20.0 8.6 3.0 2.00 75 30 15 62.0 0.70 2 43.6

1 30.0 30.0 3.0 5.00 70 50 10 79.4 0.70 2 81.8
2 30.0 30.0 3.0 5.00 70 50 20 53.0 0.70 2 122.6 120
3 10.0 15.0 2.4 2.50 75 40 10 66.8 0.79 1 47.4 48
4 10.0 15.0 2.4 2.50 75 40 10 66.8 0.79 1 26.7
5 10.0 15.0 2.4 2.50 75 40 20 72.2 0.79 1 24.7

（Ｚ）
ｎ
＝（Ｚ1）
ｎ
＋（Ｚ2）
ｎ

直列回路 （Series　circuit)  ……… ｎ＝１
合成インピーダンスを Ｚ とすると、Ｅ＝ＩＺ より Ｅ＝Ｅ1＋Ｅ2
ＩＺ＝Ｅ1＋Ｅ2＝ＩＺ1＋ＩＺ2 であるから、Ｚ＝Ｚ1＋Ｚ2

並列回路 （Parallel circuit) ……… ｎ＝-１
合成インピーダンスを Ｚ とすると、Ｅ＝ＩＺ より Ｉ＝Ｉ1＋Ｉ2 、 ＩＺ＝(Ｉ1＋Ｉ2)Ｚ ，Ｉ1＝Ｅ／Ｚ1 ，Ｉ2＝Ｅ／Ｚ2 より

Ｅ＝{(Ｅ／Ｚ1)＋(Ｅ／Ｚ2)}Ｚ であるから、１／Ｚ＝１／Ｚ1＋１／Ｚ2

直列回路の Impedance 合成 ： Ｚ＝Ｚ1＋Ｚ2
Ｚ１＝Ｒ1＋jＸ1 ， Ｚ2＝Ｒ2＋jＸ2　  のとき　　Ｚ＝(Ｒ1＋Ｒ2)＋j（Ｘ1＋Ｘ2） cosφ＝(Ｒ1＋Ｒ2)／Ｚ F-1

Ｚ１＝Ｒ1＋jＸ1 ， Ｚ2＝1／jＸC     のとき　　Ｚ＝Ｒ1＋j｛Ｘ1-（１／ＸC）｝ cosφ＝Ｒ1／Ｚ F-2

並列回路の Impedance 合成 ： １／Ｚ＝１／Ｚ1＋１／Ｚ2

Ｚ１＝Ｒ1＋jＸ1 ， Ｚ2＝Ｒ2＋jＸ2　  のとき

F-3

Ｚ１＝Ｒ1＋jＸ1 ， Ｚ2＝1／jＸc     のとき

F-4

 直列回路の Impedance 合成計算

F-1 Ｚ1= ＋ｊ Ｚ2= ＋ｊ Ｚ= ＋ｊ
R1 X1 R2 X2 cosφ=

F-2 Ｚ1= ＋ｊ Ｚ2= ＋ｊ Ｚ= ＋ｊ
R1 X1 X2 cosφ=

 並列回路の Impedance 合成計算

F-3 Ｚ1= ＋ｊ Ｚ2= ＋ｊ Ｚ= ＋ｊ
R1 X1 R2 X2 cosφ=

F-4 Ｚ1= ＋ｊ Ｚ2= ＋ｊ Ｚ= ＋ｊ
R1 X1 X2 cosφ= 0.9923

0.80000

4.0000 3.0000 0.1000 6.15385 0.76923

1.0000

4.0000 3.0000 4.0000 3.0000 2.00000 1.50000

0.80000

4.0000 3.0000 3.0000 4.00000 0.00000

4.0000 3.0000 4.0000 3.0000 8.00000 6.00000

Calc 02 インピーダンス合成計算　　　　　　 .

直列回路 並列回路

150.00 300 埋込ＤＬ d1-421 3,200

385
150.00 300 埋込ＤＬ d1-421 3,200
150.00 300 埋込ＤＬ d1-241 1,800 304
900.00 500 ルーバー D-322H 4,950 489 699
900.00 500 埋込ＦＬ A-322H 4,950

171.60 750 埋込ＦＬ A-322 3,400

171.60 750 埋込ＦＬ A-322 3,400

室
No.

室　　　　　　条　　　　　　件 設 計
照 度
Ｅ[lX]

照　　　　　　　明　　　　　　　器　　　　　　　具
室の大きさ[ｍ] 室面積 Ｋ

反射率ρ [％]
種 類 図面記号 平均照度

Ｅ [lx]
初期照度
Ｅ [lx]［ｍ2］

Ｕｔ
[％] Ｍ

Lam
p
光 束
Ｆ[lm/ Ｎ Ｎ0

cosφ＝[{R1(R2
2
+X2
2
)+R2(R1
2
+X1
2
)}／{(R1+R2)

2
+(X1+X2)

2
}]／Z

cosφ＝[Ｒ1／{(Ｒ1ＸC)
2
＋(ＸCＸ1－1)

2
}]／Ｚ

Help 戻 る
Calc 01　 簡易照度計算 （平均照度法） 　　　 .

FPL etc. FCL,LED Hf,FL,FLR

171.60 750 埋込ＦＬ A-322 3,400 766 1094

171.60 750 埋込ＦＬ A-322 3,400



⇒⇒ TR・Cable data 登録できます。

低圧電力幹線の諸計算について、変圧器・進相コンデンサ以降、幹線
　 ケーブルを経由して負荷への接続までの回路網をインピーダンス合成して
実行します。

 (1) ポイント Z1：Rc＋ｊXc（幹線ケーブル）、RL＋ｊXL（負荷）
      合成式　No.2（インピーダンス合成計算）  …………… F-1
 (2) ポイント Z2 ： Z1、  －ｊ１／XC　　…… 合成式 …… F-4
 (3) ポイント Z3 ： Z２、RTR＋ｊXTR   …… 合成式 …… F-1

1

2

3

4

1

2

3

4

ｆ（Ｘ）  ＝Ａ Ｘ2＋ＢＸ＋Ｃ　 （ただし、Ａ≠０ )
ｆ（Ｘ）  ＝Ｘ2＋（Ｂ／Ａ）Ｘ＋Ｃ／Ａ　（ ∵ Ａ≠０ ）
 　　   ＝｛（Ｘ＋（Ｂ／２Ａ）｝2－｛√(Ｂ2－４ＡＣ)／２Ａ｝2

　　  　 ＝｛Ｘ＋Ｂ／２Ａ－√(Ｂ
2
－４ＡＣ)／２Ａ｝・｛Ｘ＋Ｂ／２Ａ＋√(Ｂ

2
－４ＡＣ)／２Ａ｝

    Ｘａ＝Ｘ0－√Ｄ／２Ａ     Ｘａ＝Ｘ0＋√Ｄ／２Ａ 　(Ｄ＝Ｂ
2
－４ＡＣ)

ｆ '（Ｘ）＝２ＡＸ＋Ｂ 　ｆ '（Ｘ）＝０ より  Ｘ0＝－Ｂ／２Ａ …………（極小値、極大値）

係数 Ａ，Ｂ，Ｃ を入力して下さい !!

Ａ= Ｂ= Ｃ=

ｆ(Ｘo)＝
Ｘa＝ Ｘb＝ Ｘo＝

ｆ（Ｘ）  ＝Ａ Ｘ3＋Ｂ Ｘ2＋Ｃ Ｘ＋Ｄ　（ただし、Ａ≠０ )
ｆ '（Ｘ）＝３ＡＸ2＋２ＢＸ＋Ｃ 　ｆ '（Ｘ）＝０ より  Ｘ＝｛－Ｂ±√(Ｂ2－３ＡＣ)｝／３Ａ

 Ｘ１＝｛－Ｂ－√(Ｂ
2
－３ＡＣ)｝／３Ａ

 Ｘ２＝｛－Ｂ＋√(Ｂ
2
－３ＡＣ)｝／３Ａ

ｆ''（Ｘ）＝６ＡＸ ＋ ２Ｂ 　ｆ''（Ｘ）＝０ より  Ｘ０＝－Ｂ／３Ａ …………（変曲点）

係数 Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ を入力して下さい !!

Ａ= Ｂ= Ｃ= Ｄ=

Ｘa＝ Ｘb＝ Ｘc＝

Calc 05 三次方程式 ｆ（Ｘ）＝０ の実根解 （ニュートン微分法）

Calc 04 二次方程式 ｆ（Ｘ）＝０ の解

120 [m] 1M-4 60.00 0.750 207.0 197.63φ60Hz 220 [V] 300 KVA 25 KVar CVT 100 sq 

120 [m] 1M-3 50.00 0.750 209.1 166.33φ60Hz 220 [V] 300 KVA 21 KVar CVT 100 sq 

120 [m] 1M-2 40.00 0.750 207.4 131.93φ60Hz 220 [V] 300 KVA 17 KVar CVT 60 sq 

120 [m] 1M-1 30.00 0.750 206.2 98.43φ60Hz 220 [V] 300 KVA 12 KVar CVT 38 sq 

60 [m] 2L-1 40.00 0.850 203.1 216.71φ60Hz 210 [V] 100 KVA CVT 100 sq 

60 [m] 1L-3 30.00 0.850 203.0 162.41φ60Hz 210 [V] 100 KVA CVT 60 sq 

60 [m] 1L-2 20.00 0.850 203.6 108.61φ60Hz 210 [V] 100 KVA CV3C 38 sq 

60 [m] 1L-1 10.00 0.850 202.6 54.0

DM KW 平均力率 電圧ＥL 電流 Ｉ L亘　長  現場盤名
1φ60Hz 210 [V] 100 KVA CVT 14 sq 

ＴＲ容量 SC[KVar] 種　類 サイズ

Calc 03 低圧電力幹線の簡易計算             .

Ｎｏ. 変　圧　器 ・ 進相コンデンサ 幹 線 ケ ー ブ ル 負　　荷　　特　　性
電気方式 二次電圧

Z2 E2

Z1 E1 Z2Z1

I1 I2


